
久留米市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画

の概要（平成２８年４月）

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条第１項に基づき、

市町村における一般廃棄物処理に係る長期的視点に立った基本方針を策定する法定計画です。

本市におきましては、『循環』をキーワードとして、循環型への社会構造転換でごみの発生抑制を

めざし、久留米市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画を平成１２年３月に策定しました。

この計画に基づき、市民・事業者から排出されるごみの発生抑制、リサイクルの推進に取り組む

とともに、ごみの安全・確実な処理を行っていくための一般廃棄物処理施設の整備等、環境に配慮

した循環型のごみ処理体制の確立を目指してきました。

本計画は、平成２７年度で前計画の計画期間が満了することに伴い、一般廃棄物を取り巻く現状、

前計画の評価等を踏まえ、持続可能な循環型社会の構築に向けた各施策の一層の推進を目的として

策定するものです。

＜前計画の策定及び見直し＞

●平成１２年３月 現計画を策定（目標年次：平成２７年度）

●平成１８年７月 １市４町合併を踏まえて一部見直し

●平成２４年３月 ごみ処理施設整備計画の進捗状況に合わせた修正及びごみ処理体制統

一化の状況などを踏まえて一部見直し

１．計画策定の背景と目的

２．計画の期間

ごみ処理行政の長期的な方向性を定めるため、平成２８年度から平成３７年度までの１０年間とし、

概ね５年毎の見直しを行います。

３．新たな計画の策定にあたって

（１）ごみの排出抑制策の推進

市民一人一日当たりの排出量 平成２７年度目標 ９２５ｇ以下

平成２６年度実績 ９１１ｇ（目標達成）

■課題

近年の総ごみ排出量はほぼ横ばいで推移していることから、更なるごみの排出抑制を図り、環境

への負荷が軽減される持続可能な循環型社会を構築していくことが必要です。

前計画の評価と課題整理
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（２）分別収集・収集運搬体制の整備

①分別収集

・平成１０年度から１７種分別収集を開始し、１３年度には白色トレイを加えた１８種分別収集

を開始しました。

・平成２８年度から城島・三潴地域の分別収集及びごみ処理制度を久留米地域と統一しました。

また、容器包装プラスチック（一部）及び小型家電を新たに加えた新１８種分別収集体制を構

築しました。

②収集運搬体制

・民間事業者への業務委託を順次展開し、平成２７年度から久留米地域の資源ごみ（空ビン）

収集を民間へ業務委託したことにより、全地域の収集を民間委託化しました。

■課題

田主丸地域及び北野地域については、各々一部事務組合でごみ処理が行われているため、今後も

分別収集・運搬制度の統一に向けた取組みを行っていくことが必要です。

（３）中間処理施設の整備・運営

上津クリーンセンターとの南北２ヶ所体制によるごみ処理を行うため、宮ノ陣クリーンセンタ

ーを建設しました。併せてリサイクル関連施設・環境学習施設と一体的な整備を行いました。

＜その他の取組み＞

○上津クリーンセンターの改修

○最終処分場の整備・運営 など。

４．ごみ排出量実績と推計

本市のごみ量は、市民一人ひとりや事業者がごみ減量・リサイクルに取組んできた結果、減少を続

けていますが、近年は横ばいで推移しています。宮ノ陣クリーンセンター稼働後に新たに受入れるご

み量を考慮した上で、本計画の目標年次である平成３７年度までのごみ量推計を行いました。

２

ごみ排出量実績と推計
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予測値

目標値

・4町で受入れていな

いものの受入れ

・事業系不燃ごみの

受入れ

＊予測値：H26年度までの実績を踏まえて予測される値（H３７ ：997g）

＊目標値：基本方針で掲げる新たな目標値（H３７ ：888g以下）

実　績 推　計

◎ごみの削減目標を達成するためには、市民・事業者・行政が協働して、

　それぞれがごみの削減に取り組んでいかなければなりません。

家庭系目標値



一人一日当たりの
ごみ排出量

リサイクル率

久留米市（H26） ９１１ｇ ２２．５％

久留米市（H25） ９１６ｇ ２３．０％

福 岡 県（H25） ９９３ｇ ２１．３％

全  国（H25） ９５８ｇ ２０．６％

循環型社会の構築を目指し、以下の視点で取組みを推進していくものとします。

○ごみの発生抑制と再使用・資源循環に向けた取組みの推進
社会経済活動のあらゆる段階で、ごみの発生抑制と再使用を優先とし、その上で再資源化を進め

ていきます。

○循環型社会に対応した適正なごみ処理体制の確立
最終的にごみとして排出されたものについては、上津クリーンセンターと宮ノ陣クリーンセンタ

ーの南北２ヶ所体制による効率的かつ長期安定処理を行い、市民の快適な生活や円滑な事業活動を

維持していきます。

５．新たな計画の方針等

基 本 方 針

目 標 値

◎平成３７年度目標値    市民一人一日当たりの排出量  ８８８ｇ以下

（うち家庭系ごみ 市民一人一日当たりの排出量  ５７５ｇ以下）

◎平成３２年度（中間目標値） 市民一人一日当たりの排出量 ９４３ｇ以下

（うち家庭系ごみ  市民一人一日当たりの排出量 ６１１ｇ以下）

◎平成３７年度目標値     リサイクル率 ２４パーセント以上

◎平成３２年度（中間目標値） リサイクル率 ２３パーセント以上

一人一日当たりのごみ排出量及びリサイクル率の現状については次のとおりで、一人一日当たりの

ごみ排出量については全国及び福岡県平均より少ない状況にあり、平成２５年度以降本計画で定める

目標値を達成しています。また、リサイクル率については、全国及び福岡県平均を上回るものの平成

２６年度実績では目標値（２３．０％以上）を下回っています。

一人一日当たりのごみ排出量とリサイクル率
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６．施策体系

持続可能な循環型社会の構築に向けたごみ減量・リサイクルの一層の推進を図るとともに、宮ノ陣ク

リーンセンターと上津クリーンセンターの南北２ヶ所体制による、長期安定処理を行っていきます。

４

①生ごみ減量化の促進
・自家処理容器購入費補助制度
・生ごみリサイクルアドバイザー派遣事業
・生ごみリサイクルリーダー育成事業

①リユース品の利用促進
・リサイクル宝の市事業
・フリーマーケットの開催

・お譲り会、おもちゃ病院などの開催促進

(2)効率的で安定した収集運搬

    体制の確立

(3)安全で適正な中間処理及び

    最終処分

(1)中間処理施設の整備・運営
    及び最終処分場の運営

①出前講座やごみ処理施設見学会の開催

(3)制度統一に向けた取組みの推進

①中間処理施設の２ヶ所体制での運営管理

③リサイクル処理施設の運営

④最終処分場の運営

②上津クリーンセンター改修工事

(4)災害時広域連携の推進

(2)施設の安全監視の推進

(1)分別の徹底

②有料指定袋制度の普及促進

②事業系ごみの適正排出の徹底

①分別推進員との連携及び広報の充実

①剪定枝・機密文書 リサイクル事業

②資源回収奨励事業の推進・新たな分別収集の調査研究

③市民との協働によるごみ減量の取組み

④排出事業者への指導強化と減量意識の向上

(4)環境啓発・学習の推進

②宮ノ陣クリーンセンター環境交流プラザの活用

(1)リデュースの推進

(2)リユースの推進

(3)リサイクルの推進

３Ｒの推進

適正処理の推進

長期安定処理に向けた

施設の整備・運営

施策1

施策3

施策2



７．主な取組み

■上津クリーンセンター改修工事

共通設備等の焼却炉の長期停止を要する改修について、第２期改修工事を計画しています。

■中間処理施設の２ヶ所体制での運営管理

南北２ヶ所体制となることから、効率的な計画収集や、各施設の運転計画に柔軟に対応できる収

集体制と安全で安定した処理体制を確立するための運営管理を行っていきます。

■制度統一

長期安定処理及び市民サービスの統一・向上の観点から田主丸地域・北野地域においても将来的

には久留米市域内処理を目指し、取組みを進めていきます。

施策３．長期安定処理に向けた施設の整備・運営

■宮ノ陣クリーンセンター環境交流プラザの活用

環境教育や学習等の拠点施設とする宮ノ陣クリーンセンター環境交流プラザを活用し、リデュー

スを中心とした３Ｒに関する行動を幅広く促します。

■生ごみ減量化の促進

生ごみ堆肥化等に関する知識と技術を持つ生ごみリサイクルアドバイザーの保育園等への派遣

や地域等で指導する生ごみリサイクルリーダー育成などにより、生ごみ減量化の促進を図ります。

■新たな分別収集の実施

さらなるリサイクルの促進に向け、新たな分別品目等の調査研究に努めていきます。

施策１．３Ｒの推進

■分別の徹底

地域の分別推進員と連携し適正排出を推進するとともに、情報発信にも力を入れることで、ごみ

の発生・排出抑制や資源物の分別排出の徹底を図り、事業系ごみについても、適正排出の徹底を図

り、減量及び資源化を推進していきます。

施策２．適正処理の推進

■中間処理及び最終処分

宮ノ陣クリーンセンター、上津クリーンセンター、杉谷埋立地において、適正な処理や管理を行

っていきます。

■不用品の有効活用を促進

不用となった家具や自転車を無償で引き取り、抽選などの販売を行い、不用品の有効活用を促進

します。また、子ども服や日用品などのお譲り会など市民との協働による活動を促進します。
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【久留米、城島、三潴地域】

平 成 ２ ８ 年 度 か ら の ご み 処 理 の 流 れ

●粗大ごみ

◇可燃性粗大

◇金属性粗大

◇不燃性粗大

●可燃ごみ

●資源物

◇ペットボトル

◇空ビン（3種類）

◇空カン

●不燃ごみ

杉谷埋立地

リサイクル棟

金属類

飛 灰

不燃残渣等

主 灰

焼却施設

飛 灰

◇剪定枝

◇機密文書

剪定枝リサイクル施設

機密文書リサイクル施設

〈再商品化〉

畜産農家に売却

売  却

【宮ノ陣クリーンセンター】

【上津クリーンセンター】

セメント工場

主 灰

◇小金属・小型家電 鉄、アルミニウム：売却

●有害ごみ（蛍光管、乾電池 等）

◇容器包装プラスチック

（一部）

空カン選別施設

蛍光管、乾電池

小金属・小型家電

貯留施設

ペットボトル・容器包装プラスチック

自動圧縮梱包施設

空ビン貯留施設

〈再商品化〉

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、

ビン類：指定法人へ

小型家電（レアメタル）：売却

※資原物のうち民間施設へ直接搬入さ

れる古紙・古布及び集団回収は除く

焼却施設

（破砕選別処理施設含む）

〈資源化〉

６



【田主丸地域】

７

【うきは久留米環境施設組合】（耳納クリーンステーション）

●資源物

◇ペットボトル

◇硬質プラスチック類

◇空カン（ｱﾙﾐ･ｽﾁｰﾙ）

<再商品化>

ペットボトル

指定法人へ

その他の資源

民間業者へ

●可燃ごみ

※資原物のうち直接搬入の古紙・古布

及び集団回収は除く

◇空ビン（3種）

◇陶磁器類

◇その他のビン・ガラス類

◇乾電池類

固形燃料（RDF）
発 電 所

●粗大ごみ

◇その他の金属類

◇危険ごみ

◇有害ごみ

◇その他の資源物

【宮ノ陣クリーンセンター】

●資源物

◇小型家電 小型家電（レアメタル）：売却
小金属・小型家電

貯留施設

〈再商品化〉

●資源物

◇特定品目

※処理困難物（小型）

例）ブロック、レンガ等

※処理困難物（大型）

例）タイヤ、焼却炉等

※条件解除

例）畳、じゅうたん等

杉谷埋立地

不燃残渣等

主 灰

飛 灰

セメント工場

ごみ燃料化施設

（RDF 化処理）

   

      

リサイクル棟

焼却施設

（破砕選別処理施設含む）

リサイクルプラザ

（破砕・選別処理）

小金属・小型家電

貯留施設



【北野地域】

８

【甘木・朝倉・三井環境施設組合】（サン・ポート）

●資源物

◇ペットボトル

◇プラスチック製容器包装

◇空カン

●粗大ごみ

◇不燃性粗大ごみ

<再商品化>

ビン類、ペットボトル

容器包装プラスチック

指定法人へ

その他の資原物

民間業者へ

●可燃ごみ

◇トレイ

※資原物のうち直接搬入の古紙・古布

及び集団回収は除く

◇空ビン

◇硬金属類

◇雑物

◇有害ごみ

◇可燃性粗大ごみ

メタル・スラグ

民

間

事

業

者

で

再

資

源

化

トレイ選別施設

【宮ノ陣クリーンセンター】

リサイクル棟

焼却施設

（破砕選別処理施設含む） 杉谷埋立地不燃残渣等

主 灰

飛 灰

セメント工場

※処理困難物

例）タイヤ

焼却炉等

ごみ処理施設

（ガス化溶融処理）

リサイクルプラザ

（破砕・選別処理）

     （保管）

飛灰

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

自動圧縮梱包施設


